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【2023年度の問題分析】＜一般入試＞

【学習アドバイス】＜一般入試＞

大問4題で，各大問に9～10の小問があり，合計小問39題（マーク数39）の構成となっている。また，各小問はすべて4択式のマークシ
ート形式となっている。出題範囲は，『生物基礎』の全範囲である。ただし，学習指導要領では『生物基礎』の範囲外となる，教科書の
“発展”の項で扱われている内容も出題されていた。したがって，『生物基礎』の教科書に記載されている内容はすべて出題範囲に含まれ
ると考えておいた方がよいだろう。出題範囲等については，今後変更となる可能性もあるので，必ず学生募集要項で確認しておこう。

出題形式は，大問ごとに特定のテーマについて様 な々角度から問うようなものであり，一問一答式の小問集合に近い形である。ただし，文中の空所補充問
題なども含まれている。長い文章を読んで考察するタイプの問題や，詳細な知識をもとに考えて判断する正誤問題，複雑な実験考察問題などは出題されていない。
出題された分野・テーマは，上記の表の通りであり，いずれも『生物基礎』からの出題である。ただし，『生物基礎』の教科書の“発展”
の項で扱われている内容からも出題されていた。
問題の難易度は，基礎から標準レベルであるが，そのうちのほとんどが『生物基礎』の教科書の内容に沿った基礎的な学力を測る問題であり，教
科書の内容をしっかり理解し，記憶することができていれば高得点も可能である。ただし，知識問題であっても「正しいものはいくつあるか」といっ
た形の問題が出題されたり，「a～cのすべて」といった選択肢がある問題が出題されたりしているので，細かい部分まで丁寧に学習し，正確に理解し
ていなければ，正解を得ることはできない。高得点を目指すには『生物基礎』の教科書に記載されている内容を隅 ま々で理解していることが求められる。
また，2023年度の一般入試Ⅰ期Bの試験では，計算問題の出題はなかったが，過去の一般入試の問題では計算問題も出題されている
ことが多い。このことから，今後の入試でも何らかの計算問題が出題される可能性はあると考えておいた方がよいだろう。

大問 出題分野・テーマ 難易度

Ⅰ
(A) バイオーム：バイオームの垂直分布，日本のバイオーム
(B) 免疫：体液性免疫，免疫記憶

標準

Ⅱ 生態系：生態系内のエネルギーの移動，生態系のバランスと保全 標準

Ⅲ 体内環境：体液，血液の組成，血糖調節 標準

Ⅳ
(A) 代謝：代謝，同化と異化
(B) 呼吸と光合成：呼吸，ATP，光合成

標準

●教科書の徹底的な理解につとめよう
上記の問題傾向をふまえると，学習対策を考える場合，最優先とするべきは，やはり教科書の内容を身につけることである。まずは『生物基礎』の
教科書を中心に学習を進めていこう。教科書を読む際は，本文だけでなく，記載されているグラフや図にも目を向けることが大切である。また，「参考」「コ
ラム」などのページも無視してはいけない。用語や名称を正確に記憶することはもちろん重要だが，タンパク質合成，血液凝固，腎臓，血糖調節，体
温調節，免疫などの各分野では，その“しくみ”が重要となっている。こういった分野については，ただ基本用語（教科書の太字）を記憶しただけで
問題が解けるわけではないので，自分の言葉で“しくみ”を説明できるくらいにまで理解を深めておくべきである。さらに，より高得点を目指すのであれば，
「参考」「コラム」などに加えて，『生物基礎』の教科書では“発展”の項で扱われている内容も疎かにせず，目を通して理解していくことが求められる。
基本用語および図やグラフといった重要事項の記憶や，“しくみ”の理解のためには，ただ教科書を漫然と読むだけでは不十分である。各項目の重要事項を自
分の手で書いてまとめた“まとめノート”を作成するとよいだろう。自分で考え，自分の手を使ってノートに書き込んでまとめていくことで，理解が深まるとともに
記憶が定着し，忘れにくいものとなっていく。出題形式がマーク式であっても，自分の手を動かして学習し，知識を正確に記憶し，深く理解することが大切である。

●問題演習を積み重ねよう
教科書を中心とした学習がある程度進んだら，次に基礎～標準的なレベルの問題集で演習を繰り返し，身につけた知識の使い方を学習していこう。複雑な
考察を必要とするような難問にまで手を出す必要はない。学校で副教材として利用している問題集があれば，それらの問題集の例題や基本問題を繰り返し解
くことで，授業で学んだ内容の理解を深めていこう。そして，間違えた問題があれば教科書の対応ページを参照し，同じような問題の出題に備えよう。特に，
教科書に記載のある図やグラフに関する問題が解けなかった場合，より深く理解できるようにそれらを自分の手で描き写し，概形を覚えてしまうのがよいだろう。

●計算問題の対策について
過去に一般入試では計算問題が出題されていたということを考えると，今後の入試でも何らかの形で計算問題が出題される可能性があ
ると考えておいた方がよいだろう。過去の出題傾向から判断すると，問題のタイプとしては，参考書や問題集の例題として紹介されている
ような典型的な問題が出題されることが予想される。入試に頻出の計算問題としては，DNAの塩基数，顕微鏡のミクロメーター，細胞周期，
酸素解離曲線，腎臓の尿生成，生態系の物質収支，生物濃縮，光合成の光－光合成曲線などが挙げられる。ある程度しっかりした問題
集であれば，これらに関する頻出問題が必ず載っているので，それらをピックアップして繰り返し演習し，確実に解けるようにしておこう。

●入試直前期の学習法について
すべての単元について基本的な問題が解けるようになったら，最終的には本学の過去問を利用して問題演習を行おう。これは本学の出題形
式に慣れるためにも必要なことである。実際の試験時間と同じ時間をタイマーで計り，集中できる環境で解くようにするとよいだろう。そうす
ることで，見直しまで含めた本番での時間配分を身につけることができる。答えを間違えた問題や解けなかった問題があった場合は，再度教
科書に立ち返って確認しよう。そして何度も繰り返し復習することである。特に計算問題については，各分野でよく出題されるパターンについ
て慣れておくことが大切だ。過去の入試問題をしっかり理解しておくことが，入試での得点率を高めることに直結すると肝に銘じてもらいたい。
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大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

Ⅰ

1 c 3

Ⅲ

20 d 2
2 a 3 21 d 2
3 b 2 22 c 2
4 c 3 23 b 3
5 c 3 24 c 2
6 b 3 25 d 2
7 b 3 26 a 3
8 d 2 27 b 3
9 d 3 28 b 3

Ⅱ

10 c 2 29 c 3
11 c 3

Ⅳ

30 b 2
12 a 2 31 a 2
13 a 3 32 d 3
14 b 2 33 a 3
15 c 2 34 c 2
16 b 2 35 b 3
17 c 3 36 a 3
18 c 3 37 a 2
19 c 3 38 c 2

39 d 3
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